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三商大交歓演奏會
1956年 6月 22日 后 6時 於 日本 青 年 館

拶

神 戸 大 学 学 長 古 林 喜 楽

本日三商大交歎音楽会が日本青年館で開かれることになりましたことは、同慶の至りであります。

学問の研究において、スポーツにおいて、多年学園相互の交流に格別の親交を重ねてきました三商

大が音楽においても、このような盛大な交歎音楽会が毎年もたれることは、まことに有意義であり

ます。ドン・コデック合唱団、はた叉ウィrン ・フィルハーをニーの公演において、学生間にうつ

ぼつたる芸術愛好心の存在することが示されました事は、心強い思いを抱かせます。日本の著名な

声楽家級のものが、ドイツでは場末のカッフェーにおいてもザラにころがつているというほど、音

楽では欧米とけたが違つていますが、欧米文化の裏付けの根強さがここらにうか わゞれるのであり

ます。こいねがわ くば諸粛は平素きたえた技価を存分に発揮して学生間に言槃熱をわきた せゝ、日

本文化の向上にいさ かヽでも寄典せられんことを切望してメッセージとします。

大阪市立大学学長 `距

東京、大阪、神戸の二つの大都市に在る三つの大学の学生諸君によってかたちず くられていると

ころの、三つの合唱団並びにオーケストラが 今夕、青年館で、第二回の交歎音楽会をひらくにい

たったことは、まことにによろこばしい。

胸を張り、声高らかに歌nilすることは、人の心を純粘にする効果をもつている。驚い人々のグル

ープが、伸び伸びとした、すなおな気持ちで合唱するのを聴 くことは、いかにも愉しいものである。

声業には、声業に特有ないろいろの制約があり、それらの制約にしたがっておこなわれるきびしい

練習によってのみ、 うつくしい、気品の高い合
'昌
は生み出されるに相違ない。三大学のそれぞれの

::[〔 :i′[:iう

な条件にかなった練習を充分にかさねた上で、こよいの合同音楽
っ
ヮ
格演す

それらの学生諸君が、各自の大学における学習の余H限をさいて、熱心に音楽を学び、きびしい練

習に精進されてきたことに対して、敬意を表すると共に、はじめから終りまで、各自が、会場にみ

ちあふれる聴衆の人々のあ:たたかい共感をよびおこすことにより、こよいの音楽会がこのもしい成

果をおさめるであろうことを、こころから期待せずには居られない。
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顔横の者演出

紳戸大学グリータラブ

神戸大学グリークラブは神戸高商時代より神戸商大、神戸経済大学を経てそのま 今ゝ日に受けつがれて来たのであるが、職前
の動向はつまびらかでない。然し戦後いち早く復活し第 1回 リサイタルを昭和22年に開き、翌23年秋に関西合唱コンクール学生
の部第二位に入賞、その後毎年合唱祭、コンクールに参加、好成績をあげ、今年は第 9回 リサイタルを持つに至つた。
学制改革後総合大学として発足してからは工 ・教 。文 。理学部からも多 くの部員を加えることが出来、現在70余名の部員を有
するが、各々がグリークラブのメンバ″たる事に誇りを抱き、常により良い音槃、 より良い人‖この完成を目指して努力してお
り、若々しい清新なスタイルを生みつゝある。

大阪市立大学クリークラプ

大阪市立大学グリークラブは旧制大阪商科大学グリークラブ三十年の伝統を受け継いている。当時から関西合唱界においてす
でに確固たる地位を占めていたが、学制改革と共に大阪市立大学グリークラブとなつて現在に至っているのである。
今年は従来からの最大の願いであつた校舎の統一が一応完成をみたために地理的、時間的な障害は一部を除いて解滑された。
今春には多 くの新入部員を迎えて部員数は七〇名にも及び、一人々々が歌うことの喜びを感じ、歌を通して友情を決め、よりす
ばらしい合唱団を作るために努力している。

歌うことの喜びを自分達だけのものに終らすことなく、すこしでも多 くの人々に分け与えるため、労音合唱祭参加を始め、夏
体みには遠 く信州の町や村を訪れ好評を得ている。
レパートリイには、宗教曲、ロシア、イギリス、日本の各民謡を始め、黒人霊歌等があるが、中でも黒人霊歌は、市大グリー
クラプの最も得意とするものである。

…橋大撃コ…ルメルク…ル

ー橋大学コールメルクールはその創始を明治30年に有し、現在まで40数回の定期演奏会を開き、その他放送に各種音架会に多
く出場し、東都にその名を輝かせつ あゝる。

戦争に依る痛手のために戦後の活動は27年頃から漸 く軌道に乗りだしたが、良き指導者石丸氏と多 くの先輩の助力を得て、長
足の進歩を途げ、昨年暮の演奏会に於けるフォーレのレクィエムはその意気と努力に対して好評を得た。部員は音楽を通して人
格の完成を目指し、コーラスとオーケストラは勿論、部員相互のメンタル ′ヽ一モ

ニーに就ては定評がある。レパートリーはドイ
ツ、ロシアその他の民語から黒人霊歌、宗教曲に及んでいる。
省、合唱部の名称たるコールメルクールは本学の校章 「マーキユリー」 (ギリンヤ神話の商業の神)に 由爽している。

三商大合同オーケストラ

三商大オーケストラは云うまでもなく神戸大学。大阪市立大学、一橋大学の三校のオーケストラに依つて形造られた管弦槃団
であり、団員は現在70余名に達している。戦前の華やかな活動を受継いで戦後は昭和27年に第一回演奏会を神戸で開き、昨30年

大阪産経会館に於ける三商大交徴音楽会には独奏者に内田博]1氏を迎えてンユーベルトの未完成交響曲とサンサーンスのピアノ

協奏曲二番を演奏じ好評を博した。

石 丸 泰 郎

昭和28年よリー橋大学ロール・メ

ルクールの指導を引受けてい る氏

は、国立音楽大学卒業、現在オルガ

ニストの令名は衆知の通り、アマチ

エアコーラスの領域に於ても、青山

合唱団、三友会合唱団を率いて全国

コンクールに度重なる栄冠を得た。

現在は国立音楽大学で馨楽教授、合

唱指揮を担当している他。 7つの合

唱団の指揮に当つている。

鈴 木 玲 子

昭審21年より星野す

みれ氏に師事、同29年

国立音楽学校ピアノ科

を卒業、同28年から29

年まで松浦豊明氏に教

を乞い、現在は日利宏

氏に師事してい4。

東京都中央区京橋三ノ四  ,可 含 楽 器 株 式 會 示土 電 話 (28)2706・ 2707
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a.流   浪
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大阪市立大学グ リークラブ

Negrospiritual

a.Listen to the Lambs

b. The Battle of Jerieo

c. Let iny People Go

三大学合同オーケス トラ

ピアノ協奏nf1 26番 二長調 (戴冠式)

第一楽章

第二楽章

第二楽章

交響llll第五番

第一楽章

第二楽章

第二楽章

第LILj楽章

三大学合同合唱
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窯人霊歌と C hanty

優 の民族に於いても,そ の民族性よりJlまれた民語を持つもの

である。ll 雑々多な民族の集まりであるアメリカでは,当 然色々

な民族普楽が二Lまれた。しかしその全ては現在に残リイ早ず,又 今

「1代表的とされるものは殆んど限られてしまう。 その一つに拳

げられるのが,ニ グロスピリチユアル (黒人霊歌)で ある。過去

に於ける人類の最大の悲劇的境遇にあつた黒人達は,そ のどこ
へ

も逃れようのない鑽の輸の中でさいなまれながら,最 後のあがき

にも等しい救いを天上に求めたのである。彼等は体よく信仰に追

いやられたのではあったが,彼 等にとつて讃美歌は唯一の光明で

あつた。正確ではないにしても独特の音楽性をもつた新しいこれ

らの宗致音楽の今日に残つたものが, ニグロスピリチェアルであ

る0勿 論今日に於いては,既 にその宗敦的色彩は殆んど薄らい
で

しまつて, るヽ。一方,霊 歌程知られていないが,ア メリカ民衆の

労働の中から生まれた民語がある。これもカウボーイの歌とか,

兵士の歌等色んなものがあるが,chantyと 云われるものは, 水

夫たちが好んで歌 つたものでど,る。勿論他にも水兵達が歌 つたり

]lilのlI員■の歌 つたりするいオつし)る sea songん あゞ るが,

chanteyはこれらのものとははつきり区別されるものである。こ

の歌は水夫が作業をする時に,そ の仕事のリズムに合わせて歌う

もので, 他の逝びのときには歌わなかつた。この結果 cha nty

には:li歌にみられるようなl「|さは感じられず,単 調ではあるが生

々としたリズムをもつている。しかしどこか, このChantyに も

鮎:歌の体臭が感じら,れイ:rtこヽともなt 。ヽそれ|ま, これらの歌を歌

つi`水人達が,11人 である場合が多かつたからであろう。

メンデルスゾーン作品集

ドイツロマン派のFi匠,フ ェリツクス・メンデルスブーン (18

09～1847)は,合 旧計来の歴史に,大 きな足跡を残した一人であ

る。

彼は10才の時から,ベ ルリンのジングアカデミーにはいつてう

たい,叉 近代音楽の11,バ ッハの市楽を,永 年にわたつて研鑽し

た。このように,正 統派合 11占楽の中で育つヤこことが,彼 の合唱

曲を,素 直でわかりやすいものとしている。

彼は, リーダーターフェルのために,楽 しい男声合唱曲を書い

た。リーダーターフェルとは,テ ーブルを|‖んで,楽 しい llをう

たうグループである。

目 に  つ レヽ て

リーダーターフェルでは,食 事を共にし,乾 杯してからうたつ

たので,酒 に関する歌が多い。 「酒の歌」はその一つである。

「狩人の別れ」は,原 曲はホルン件奏つきのもので,ホ ルンの

手法が,巧 みにおりこまれている。

ドイツミサ曲

一般に,カ トリッタで行われるミサの儀式とは,キ リスト・イ

エスの十字架上の犠牲的死を実際に繰り返すことであり,信 者は

直接に対群的に聖なるものを体験するのである。 員口ち ゴルゴダ

の丘での十字架上の犠牲は超時間的実在内容に従 つて直接現に実

在しイエスは今比処に在り,教 会は主の聖なる犠牲意志と結合し

,現 在する神の御子イエスを通じて生ける供物として天の父なる

神に自らを献げるという意味の実在体験であり荘厳な儀式なので

ある。此の予L拝式は常に新鮮に信仰ある魂に直接に宗教的魅力と

なつて佛き,古 今の多くの作曲家によつてミサ聖祭に用いる音楽

として作曲されて居りいずれも素晴らしい名曲ばかりである。通

常 ミサ由には読唱 ミサ,歌 ミサ,荘 厳 ミサ,鎮 魂 ミサ,な どがあ

る。 普通歌詞はラテン語であるが, 今日演奏されるドイツミサ

はドィッ語で Neumannの 原詞に Schubertが死の一年前の1827

年に作曲し, ミサとしては決して大山ではなく,形 式も簡潔で難

渋な複音楽的構成をさけ,ホ モフォニックに書かれ理解し易い。

今日は,全 八曲中四曲を選んで演奏する。

第五交響曲 (作品六七) ベートーヴエン

この曲は 運ヽ命  ヽ と呼ばれることもあるがベートーゾェン自

身は,単 に第五交響曲とのみ記している。

完成されたのは一八〇八年頃であり,第 六交響曲とほとんど同じ

頃であるが,い ずれが先かは明かではない。

第六にはベートーヴエン自身 日ヽ園  ヽ と標題をつけているが,

この第■が果していかなる意味を持つものであるかはこの曲自体

が語 つているもので十分であろう。

我々がこの曲を需 くことによつて, どのように受けとろうと,感

じようとそれは自由なのであつて標題にこだわることはないし,

叉その惑じによつて曲自体が規定されることもない。逆にそれは

曲の生み出しノたものなのである。要するにこの曲は,何 ら註釈な

くして十分聴きうる,否 ,聴 くべき曲なのでるあ。
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第一楽章  この日頭のイ∫名liモチーフli最後まで,形 を変え

て現れるのこれが運命がかく■をたゝくといわれるものである。
この楽章には憩もなければ F`和もない。lと激と刊i悩に満ちた大き
オー1渉モ菫」きオつまる圧ilを「Rじさ

‐ける。

ム:三1■章  最初にゾイオラとチエロの奏する仄晴い美をたゝ

′た旋律力|りliDオ■るが,こ オlが三たび変奏きれる。しかもしだい

に精級にlll張されていく。

第二楽章  詩的,神 襲的,冥 想白も性略のスケルツ2,易メいl也
から響 くような旋律と,ぞ れを脅かすような,烈 しい扇!次旋律と
からなる。中間部は警我な笑い。llび始めの旋律が,こ んどはピ
チカートとスタッカートで弱く出る。太鼓の単調なリズムから突
如として切れ日なくフイナーンとなる。

第四楽章  明るい壮大な楽章。しだいに曲は最高調へ導かれ
る。途中に第二楽章のスケルソ●がちよつと現れる。最後はプレ
スト,極 度の熱狂をもつてこの曲は終る。 (湛(奏時間三十三分)

ピアノ協奏曲二長調 (戴冠式)(K537モ ーツァルト)
モツァルトの数多いヒ・アノ協奏曲の中には名曲が多いがその中
でも最もポピユラーな2)が 「1 電ヽ式」の名を持つこの曲である。
モツアル トとしては晩年の三十二才の作でこの年には三大交響曲
を始め幾多の優昨が書かれている。 「戴冠式」という名は,そ の
ニイ「スにフランクフルトてレオボル ドニ世の戴冠式が行われた時

彼がこの曲を当地でとに奏したのでその名がついたのであつて1 冠ヽ

式を当て込んで作つたのではなかつたし,ま して所調標題楽的な

意味は全然持つていない。

第一楽章アレグロはピアノのソロが入る前に定石通り管弦楽だけ
で17t示部を奏する,三 つ,主 な主題が現れる, ピアノが加つて一

段と華かさを捨す。管弦楽の

“

奏は雷素乍ら実に効果約で美しい

展開部は捉示出
`の
結尾句のピアノと管弦楽によるかけ合いて始ま

る。ピアノが日まく
°
るしく5Lけ//11るうち全合奏で再現部に入る。

再現部もほぼ捉示部と同様に進み,カ デンツァがついて終る。flll

今ィ々のカデンツァはモツァルト11身の作曲によるものでci・lる。

第二楽章 ノルゲット

同頭ピアノが可愛らしいメロディーをモノローグすると管弦楽

がす ( にヾこれを追かける。中FEl部ではモツァルト独特の弦の単純

な件奏に乗ってピアノが独り歌う,や がて最初の部分がもどって

来てこの絶妙な楽章は瞬 く間に終つてしまう。

第二楽章 アレグレツト

いきなリピアノが陽気なロンド主題を奏し管弦楽が繰返す,こ

の主題が再三現れ,そ の間に長調と短調の微妙な交iuを交えなが

ら沸き出る泉の如く美しいメロディーがビアノと管弦楽の間に次

々と交されるc

三 商 大 交 響 楽 団 名 簿

久 造 (大)宮 崎 晴 夫 (神)西 坂 友 宏 (大)中 木 規 久 生 (神)

梅 林 雅 道 (大)栄 ll健 造 (人),竜 島

大 沢 穣 二 (一)「司 木 匡 弘 (‐)rr崎

岡 谷  功 (―)茅 : 円 俊 ― (一)竹  中

加 藤 博 重 (大)坂 本 幸 雄 (一)玉 田 友

柴 回 総 一 郎 (一)定 国 嘉 津 男 (神)西  本

高 本 幸 子 (|卜)佐 藤 ホ 治 (人)7ヨ 田

田 中 清 二 郎 (ネ|)島 尾 貞 義 (大)C el10

lst Violin

植  田 勝

中 島 英 治 (大)田 中 ミ

船 井 純 ― (利)キ上 木 障

松 本 IFT雄 (神卜)野 口 昌

ガく  lll  ttU  IFl(lk)渉l  ilБ
Ll月 美 枝 (神)藤 村 源 之

渡 辺 精 ― (ヽ)三 木

2nd Violine    森 喜

間 (大)淡  路 昇 平 (一)Viola 紋 谷 幸 夫 (一)米 ll靖

治 (一)Bass        渡 辺 省

徹 (―)中  間

章 (一)Flute

英 (―)今  井 彦

寛 (神)片 山 修

穣 (神)松 IFI靖

渡 辺 純

HJl(大)ObOe

宏 (一)森 安 貞

力 (れ||)C larinet

男 (人)小  畑 恵

実 (ネ中)Faメ tt

彦 (神)|夕t 内

三 (判ホ)TrOmbOne

本 おj 正

児 島 罰t太 郎 (神)塩 名 雄

― (神)高  本

Timpany

‖日 (ネ中)

治 (人)

彦 (ネ11)

登 (神‖)

夫 (神)磯  部  浩 (杓||)

樹 ネ11)妹 場 淳 介 (―)

|11(神)

一 (一)

大 (一)

動 (|卜)

郎 (神)

― (一)藤 田 耕

― (大)HOrn

二 (神)岡 田 和

― (一)山 名 正

吉  田

夫 (神)Trumpet

内 田 純

洋 (杓|)内 田 雅

チ (ネ中)力口 藤 公

司 (神)大  熊

三 (大)坂 本

弘 (^)坂 木 良

111(人)鈴  :本 博

稔 (|卜)月 足 修

武 (・)昴申 原 正 美 (・)木 下

三 (杓II)寺 岡 秀 展 (|「)進 藤 悟

鍾 藤 商 事 株 式 會 祗
取締役社長 樹

東京都中央区 日本橋江戸橋一丁目十一番地

明 治 生 命 日 本 橋 別 館 五 階

月三言舌 ¬Ff Eヽヨ (27)3971. 4840, 6525, 9569

荒

洒洋茶喫 最 低 の費 用 。最 高 の味覚

キッチ ン

6月 !0日 本 格 バ ー 完 成

エ 勁‖琲 と 洋 酒

ロ国 商 大 通 り lFl立 商 大 通 り 目 立 駅 前


